
平成29年度第１回富津市総合教育会議 会議録

１ 会議の名称 富津市総合教育会議

２ 開催日時
平成２９年６月２９日（木）

午後２時３０分から午後３時７分

３ 開催場所 富津市役所 本庁舎 ５階 ５０２会議室

４ 審議等事項
○付議議案

(１) 富津市小・中学校再配置計画の策定ついて

５ 出席者名

髙橋恭市市長、岡根教育長、宮田教育長職務代理者、榎本委員、

小坂委員、坂部委員、能城教育部長、髙梨教育部参事兼学校教育

課長、鶴岡教育総務課長、河野学校教育課主幹、鈴木学校再配置

推進室長、竹谷教育センター所長、鳩飼教育センター主幹、岩名

生涯学習課長、渡邉公民館長、笠原教育総務課施設係長、髙濵教

育総務課主事

６ 公開又は非公開

の別
公開 ・ 一部非公開 ・ 非公開

７ 非公開の理由 （理由）

８ 傍聴人数 １ 人 （定員 12人）

９ 所管課
教育部教育総務課庶務係

電話 ０４３９－８０－１３４０

10 会議録（発言の内

容）

別紙のとおり
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平成29年度第１回富津市総合教育会議 会議録 H29.6.29

発 言 者 発 言 内 容

事務局

（能城部長）

高橋市長

事務局

（能城部長）

本日の会議に先立ちまして、会議の写真撮影の申出があり、これを許可い

たしましたので、ご報告いたします。それでは、ただいまから、平成29年

度第１回富津市総合教育会議を開催いたします。本日の進行は、教育部長

の能城が務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。そ

れでは、開会に当たりまして、高橋市長からご挨拶を申し上げます。

こんにちは。本日は大変お忙しい中、平成29年度第１回富津市総合教育会

議にご出席いただきまして、誠にありがとうございます。また、教育委員

の皆様には、日頃から富津市の学校教育、社会教育両面の充実のために日々

ご尽力賜っていただいておりますことを併せて厚く御礼申し上げます。さ

て、早速ですが、本日の協議事項であります『富津市小・中学校再配置計

画』につきましては、私自身も市長として、『子どもたちの将来を希望あふ

れるものとするため、一定規模の集団の中で活動することを通して、子供

たちに生きる力を育む教育環境を整備したい。』という教育委員会の思いを

強く受け止め、また、私も同様の考えを持っておりましたので、是非その

ような方向で進めていただきたいということで、指示を出させていただい

てまいりました。私も地域の懇談会に２度ではございますが参加させてい

ただき、地域の核であります学校がなくなることについて、市民の皆様の

不安など様々なご意見をいただく中で、その具体的な対策等について回答

させていただきました。本日は、『富津市小・中学校再配置計画（最終案）』

について、教育委員会から協議の申出があり、総合教育会議を招集させて

いただきました。小・中学校の再配置につきましては、教育委員会と市長

である私が意志の疎通を図り、共通認識の基、連携して推進していかなけ

ればならないと考えておりますので、今後ともご協力をいただきますよう

お願い申し上げ、簡単ではございますが会議冒頭の挨拶に代えさせていた

だきます。どうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。次に会議録署名人の指名でございますが、会議

運営要領第４条第３項の規定により、市長と会議において指名した委員に

お願いすることとなっておりますので、市長は、会議録署名人の指名をお
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高橋市長

岡根教育長

事務局

（能城部長）

高橋市長

岡根教育長

鈴木室長

願いいたします。

はい。本日の会議録署名人は、岡根教育長にお願いいたします。

はい。承知いたしました。

ありがとうございます。本日の会議録署名人につきましては、市長と教育

長にお願いいたします。また、当会議の議長につきましては、会議運営要

領第２条第３項の規定により市長にお願いいたします。

それでは、会議運営要領の規定により、私が議長を務めさせていただきま

すので、よろしくお願いいたします。早速ですが、議事に入らさせていた

だきます。富津市小・中学校再配置計画の策定について、教育委員会から

ご説明いただいた後、協議を行いたいと思います。それでは、岡根教育長

より本議題について説明をお願いいたします。

はい。それでは、ご説明させていただきます。教育委員会では、児童・生

徒の教育環境の改善を図ることにより、多くの仲間と意見交換し、切磋琢

磨する機会を増やすとともに、幅広い人間関係が学べる場を提供するため

『富津市小・中学校再配置計画（案）』を策定いたしました。市長からは、

市民の皆様の意向に十分配慮しながら進めていってほしいとの指示を受

け、保護者・地域住民を対象に説明会を36回実施いたしました。説明会に

は、延べ859人の方々が参加され、活発な意見交換を行ってまいりました。

保護者や地域住民説明会を重ね、概ね理解が得られた学校につきましては、

平成32年４月に統合を進めていきたいと考え、この度、『富津市小・中学

校再配置計画（最終案）』を策定いたしました。計画の詳細につきましては、

鈴木室長よりご説明申し上げます。

それでは、私から『富津市小・中学校再配置計画（最終案）』について説明

させていただきます。資料『富津市小・中学校再配置計画（最終案）』をご

覧ください。本計画では、後に説明させていただく主に２点の変更点を除

き、多くの内容について、当初の『学校再配置計画（案）』に準じたものと
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高橋市長

宮田委員

高橋市長

なっておりますが、細かな部分で誤解しやすい表現を改めたり、よりわか

りやすくなることを心がけ、加除訂正を行っております。主な変更点につ

いて、説明させていただきます。資料の５ページをご覧ください。天羽地

区の小学校再配置計画において、金谷地区については、保護者へのアンケ

ートの結果、賛成・反対がおおよそ半々であり、他地区と比べてもスクー

ルバスでの通学に対する、特に低学年児童への不安が大きく、住民の理解

を十分に得たとは言えない状況であることから、湊小学校、天神山小学校、

竹岡小学校の３校による再配置計画とし、金谷小学校については今後も継

続して保護者及び地区住民と協議を行っていくという判断に至りました。

また、環小学校からは、説明会の中で、天羽４小学校の再配置に加えてほ

しい旨の要望が出され、アンケートの結果、全体の７割の保護者から『賛

成する』との意見を受けました。しかし、当初の計画になかったものであ

り、教育委員会で学校再配置の指標とした『複式学級』に当たらないこと、

地域の住民との協議も必要であることなどから、今後も慎重に検討を行っ

ていくこととしました。また、今後も児童生徒数が減少していく可能性が

あることから、佐貫小学校及び天羽中学校について、本計画実施以降の学

校再配置の見通しについての記述を掲載しております。以上、簡単ではご

ざいますが、説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

ありがとうございました。計画（案）の策定については、ことあるごとに

教育長から報告や相談をいただき、私も十分承知しております。委員の皆

様から、何かご質問・ご意見等があればお願いします。はい。宮田委員。

はい。市長も先ほどご挨拶の中で少し触れておりましたけれども、市民の

皆様につきましては、再配置に対して様々な面から見ての考えがあり、い

ずれの意見にも納得できるものがございます。しかしながら、どちらかに

決めなければならないというところで、私個人としましては、子供たちの

将来を考えたときに、少しでも多くのクラスメイト、先輩、後輩とふれあ

うことが大きなメリットになるのではと思い、自分なりの考えをまとめて

いるのですが、市長の再配置に対しての考えや思いをお聞かせください。

はい。私自身、以前に副市長として、天神山小学校の複式学級の授業を市



4

宮田委員

高橋市長

坂部委員

議会議員の方々とご一緒させていただいて見学した経験がございます。そ

の中では、先生方がアイディアを持って授業を行い、素晴らしい教育をし

ていただいているなというようにも感じましたし、また、私も親の立場と

して、色々な仲間や知り合いの中から、教育に対してはそれぞれが色々な

考えがあるのだなというところを感じております。しかしながら、私なり

に色々な意見を聞く中で、個人的には、やはり子供たちには色々な経験と

いうものはできないよりさせた方が良いのではないかというようなことを

強く感じてきました。そして、教育委員会から提案いただいている考え方

に対しましても、これから大人になる中で決して小さい世界だけで終わる

ということはあり得ないと思っておりますので、やはり小さい時から切磋

琢磨できるような環境というのは、つくっていかなければいけない、それ

がやはり私たちの責任だというように考えているところでございます。砕

けた話をしてしまいますと、私の子供の頃の思い出の中で、例えばですが、

修学旅行のバスの中が楽しかったとか、運動会で色々な仲間がいて、徒競

走のときに１組目はみんなが速かったけれども次の組はみんなが転んでし

まった等、皆様も学校での色々な思い出があると思うのですが、やはり子

どもの成長には様々な経験が必要で、色々な思い出はないよりあった方が

非常にプラスになるのではないかというように感じております。ですから、

小規模の学校がいけないということではなく、小規模の学校が優れた部分

があるのだとすれば、規模が大きくなった際には地域の方や学校の先生方

のお力を借りながら、そのいい点を参考にしながら進めていくことは可能

であると考えます。ですけれども、小さな学校が大きな学校と同じ事をや

るというのは非常に難しいと考えておりますので、ぜひ適正規模の学校に

して子供たちに色々な経験をさせたい、してもらいたいというのが私の考

えでございます。

はい。ありがとうございました。

他にご質問・ご意見等はございますか。はい。坂部委員。

はい。ただ今、市長からのお考えを聞かせていただきましたが、市長の出

身校でもあります金谷小学校につきまして、アンケート結果では保護者や
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高橋市長

坂部委員

高橋市長

宮田委員

高橋市長

地域の方からなかなか再配置に対する理解が得られていないということで

したが、その点につきましてはどのように考えていらっしゃいますか。

はい。金谷地区につきましては、私たちが提示している計画（案）に関し

ましては通学距離からすると最も遠いという事実もあり、また、委員の皆

様もご存じのとおり、若い方達が他地区と比べて市外から移り住んでいた

だいていることによって、将来への希望や可能性が住民の方の中にもある

のだろうというように感じております。しかしながら、私の考えとしまし

ては、可能性を探りながら進めていくよりも、今日の問題があるのであれ

ば、特に子供たちの問題であるのならば、決して５年・10年と時間をかけ

ることが良いことだとは思っておりません。ですから、教育長から今回の

再配置に関して色々な意見を求められたときに、可能な限り早いタイミン

グで進めてもらいたいということを私からは伝えたつもりでおります。そ

のような中で、金谷地区の状況・雰囲気の中で、私が生まれ育ったときの

状況や私が耳にしている言葉ばかりではないなと改めて感じておりますけ

れども、この計画（案）にもありましたように、決して私は金谷地区の平

成32年の統合を諦めているわけではないと思っております。ですので、こ

れからも状況をしっかりと伝えながら、平成32年の統合に向けて理解が深

まるように努力をしていっていただきたいなというように感じておりま

す。

ありがとうございました。

他に何かご質問・ご意見はございますか。はい。宮田委員。

はい。再配置が行われた場合の跡地利用についてですが、現在「富津市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」に取り組んでおられますが、閉校した学

校の跡地利用、また直接関係はないかもしれませんが、最近増えてきたと

いわれる空き家対策などを含め、人口増加のための具体的な考え、計画が

ございましたらお聞きしたいと思います。

はい。空き家に関しましては、外から見て空き家だと感じているものでも、
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所有者の方が『空き家』だと認識をしているかどうかというところが最大

であり、最初の課題であると思います。『私は、住んではいないけれども利

用はしている。』ということも大いにあり得ることだと思っているのです

が、そのような意味では、行政として、まず使う予定のない空き家であれ

ば次にそちらを有効活用していただける方に情報提供をして使っていただ

くということが非常に大切だと思っております。そして、使っていただく

方がいらっしゃれば、市外から引っ越してきていただくですとか、また、

市内在住で市外へ引っ越しを考えていた方に利用していただき市内に残っ

てもらうというのは、本当に有り難いと思っております。私としましては、

新しい住宅地に住んでいただくのも非常に有り難いことでございますけれ

ども、各委員の皆様もご存じのとおり、市内の色々なところでコミュニテ

ィが崩壊寸前の少子高齢化が進んでしまっている地区があると思っており

ます。そのようなところにスペースがあるのであれば、是非ひとりでも多

く若い方々が入っていただくことによって地域のコミュニティが守られる

可能性も出てきますので、私は、そのような意味でも今後の空き家活用と

いうのは行政として真剣に取り組んでいかなければならない問題だと思っ

ております。次に、学校の閉校後の跡地利用についてでございますが、も

し私供が提示させていただいているこの計画（案）が、今後計画どおりに

進むとすると、小学校が２校、中学校が２校、併せて４校が一気に跡地と

して空くことになります。同じタイミングで新たな利用方法が決められる

かというと、正直それは難しいのではないかと私は正直感じております。

そのような意味では、地域の特性をよく理解して、住民の皆様のご意見を

いただきながら、『このようなスペースがあります。』ということを全国に

広く知らしめた中で、その地域に最も合った利用方法を考えていくべきで

あると考えております。耐震をすでに済ませている学校が全てそのような

状況にございますので、できれば利用していく方向で考えていけたらいい

のではと思っております。その中で、まず最初に行政として、市民の皆様

のサービスで他市に比べて劣っている部分に関して、そのスペースを利用

して行うことができる可能性があれば検討もしたいと思いますし、その次

には、地域の皆様のどのようなニーズがあるのか、地域の皆さんが担って

いただけるような方法があるのかということを考えるべきだと思っており

ます。
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宮田委員

高橋市長

小坂委員

岡根教育長

小坂委員

高橋市長

榎本委員

ありがとうございました。

その他にご質問・ご意見等はございますか。はい。小坂委員。

はい。環小学校から『統合に加えてほしい。』という意見があったというこ

とについては、教育長はどのようにお考えでしょうか。

はい。環小学校の統合については、基本的にはこの計画の中にないもので

ございました。私どもが、天羽東中学校と天羽中学校の再配置、湊小学校

と天神山小学校、竹岡小学校、金谷小学校の再配置の話をした際に、『どの

みち中学校にあがったときに一緒になるのであれば、早い時期から子供た

ちが交流していかないと、環小学校の児童がどんな思いで中学入学を迎え

るかということに対して不安がある。』というのが保護者の方のご意見で多

くございました。そして、今回の計画（案）に対して環小学校ではこのよ

うな意見がございましたということは、もちろん市長にもお話してありま

すけれども、アンケートを実施したところ、環小学校の保護者の意向の主

なものとしては７割程度が統合を希望するという意見が強いという状況で

ございました。しかしながら、峰上地区に学校を残したいという意見の方

もいらっしゃいますし、地域住民の方に環小学校の再配置のお話はしてお

りませんので、今後につきましては、子供たちの心理状況の確認や地域住

民への説明会を通しながら、ご意見を伺って教育委員会として結論を出し、

計画（案）に入れるか入れないかを協議していきたいと考えております。

ありがとうございました。

他にご質問・ご意見等はございますか。はい。榎本委員。

はい。私は質問ではないのですが、先ほど市長もおっしゃったとおり、適

正規模の学校にしていくということに対しましては、私は大賛成でござい

ます。学校というのは、勉強をする場所でもありますが、社会に出て困ら

ないルールを学んだり、また、より多くの思い出を作る場所でもあると思

いますので、やはり大勢の仲間を得ることがとても大事なことのではない
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高橋市長

坂部委員

岡根教育長

坂部委員

高橋市長

かと考えております。そして、このような問題というのはこれから少子高

齢化がどんどん進んでいくと考えられる中で、将来に先送りにすることな

く、現状を把握して、できればスピード感をもって進めていければ良いの

ではないかと私は考えております。

ありがとうございました。他にご質問・ご意見等はございますか。はい。

坂部委員。

はい。この計画につきまして、現段階においては『最終案』ということで

よろしいでしょうか。

はい。本日の議題である学校再配置というのは大変重要な問題でございま

すので、この会議を開催することにより、教育委員会と市長との意思疎通、

共通理解を図ろうというものでございます。この後に、教育委員会として

計画として公表をするものを論議をして決定をしていきたいというところ

でございますので、今の段階ではまだ最終案ということになっております

が、この案を取ったものを定例教育委員会議で決定して公表していきたい

と、そのように考えております。

昨年11月に計画（案）が策定されまして、今年１月から教育部長をはじめ、

各地域への保護者説明会や市民への説明会を36回行ったということで、教

育委員会の皆様は大変な思いだったことと思います。そのような中で、ア

ンケートを実施し、その中には、やはり『もっと早くやってほしかった。』

というような意見もございましたが、『あまりにも急なのでは。』という意

見等もございました。確かに早くやらなければいけないと思いますし、私

も再配置について反対というわけではないのですが、計画を進める前にも

う少し慎重に市民の方や保護者の方との話合いが必要なのではと私は感じ

ているのですが、本当に今回で決定しなければならないということなので

しょうか。

はい。先ほど宮田委員の質問にもお答えしましたが、現在の小規模学校に

対しまして、色々な意見があるとは思いますけれども、私としては、もっ
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と良い環境がつくれるだろうと思っております。そして、それが統合を通

して実現することができるだろうと感じております。その中で、今課題が

あるのであれば、しつこいようですが子供たちの問題なので、３年を無駄

に５年・10年にするよりは、やはりどこかで誰かが決断を下さなければい

けないのではないかと思っております。そして、残念ながら100人が100

人賛成だと言っていただくのは非常に困難だと思っておりますので、確か

に急ぎすぎだという批判があるのも存じ上げていますけれども、そのよう

な状況の中で、教育委員会で36回にわたって説明会を行っていただきまし

た。私は時間ではなくて回数でそれが補われていると思っておりますので、

是非ご理解をいただければ、この計画を当初のスケジュールどおり進めて

いただきたいと思っております。

私も平成32年度スタートというのは賛成なのですが、そこに決定するには

今回の時期でなければいけないということであるとすれば、仕方のないこ

となのでしょうね。しかしながら、もう少し保護者や地域の方への説明会

等を行って、もう少し納得していただいた状況になってから進めていくこ

とはできないのかとも思いました。例えば、この後に個別再配置計画の中

で、各地域での説明会を行う予定になっていると思いますが、その中で色々

な案が出てきた場合には、多少の変更というのは可能なのでしょうか。

はい。基本的に、私どもがこの計画を策定する原点というのは、やはり教

育環境を良くするということについてのご理解でございます。少し言葉を

選ばなければならないかもしれませんが、極めて子供たちの数が少なくな

ってきている学級が見られて、そこをまず改善したいということについて

ご理解をいただきたいというところでございます。そのための方法手段や

様々な付帯事項について、保護者の方からも『それがわからなければ賛成

できない。』というような声も聞かれました。ですけれども、実際に私たち

が考えているのは、より良い環境をつくることについてまずご理解くださ

いということで、後の条件整備につきましては、みんなで知恵を絞れば必

ず解決できるはずだと、そのような考え方をいたしました。ですので、今

回提案されている計画（案）については、概ねその点についてはご理解い

ただいているという地域に関しては進めていきましょうという計画でござ
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います。ですから、まずこのような環境づくりについて、『再配置を行うこ

とについては賛成するが、道幅を広げてほしい。』等のご意見もいくつかご

ざいました。しかしながら、やはり『環境をつくることについては教育委

員会の意見もよくわかる。ただ、まだ不安がある。』という意見の多い地域

については継続審議を行うということで、このような最終的な計画（案）

となっております。大事なことは、子供たちのためにより良い環境をつく

ることについて、まず皆様の理解を得たいということであり、それ以外に

つきましては知恵を絞ればなんとか越えられることだと考えております。

先ほどの坂部委員から、個別計画の中で多少ずれ込むこともあるのかとい

う質問がございましたが、大きな問題が出てくれば別ですけれども、基本

的にはこの環境づくりに対する理解はある程度進んでいるのだろうなと思

っております。また、保護者の方のご意見でございますから、『自分の子供

が在学しているときにはやめてください。』という意見ももちろんございま

して、そのお気持ちもよくわかるのですが、そうするといつまで経っても

できなくなってしまいますので、坂部委員のおっしゃったようにもう１年

遅らせて平成33年４月でよいのではという意見もありますでしょうが、そ

れはいつまで経っても同じことなので、もし保護者の方等との合意形成が

できれば、今の子供たちのためにも早くより良い環境づくりを是非行って

いきたいと思っております。

ありがとうございました。他にご質問・ご意見等はございますか。無いよ

うですので、私から何点か確認をさせていただきたいと思います。まず、

１点目ですが、金谷小学校、佐貫小学校、環小学校の今後の計画につきま

しての教育委員会としての考えをお聞かせいただきたいので、お願いいた

します。次に、２点目ですが、個別再配置計画の策定のスケジュールにつ

いての説明をお願いいたします。

はい。まず１点目の金谷小学校、佐貫小学校、環小学校の今後の計画につ

いてでございますが、資料『富津市小・中学校再配置計画（最終案）』の５

ページ、『４ 富津市小・中学校再配置計画（概要）について』に記載して

おりますが、金谷小学校の保護者の皆様からは、『どうしても小規模の学校

で運営していってもらいたい。』という意向がまだ多くございました。『教
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育委員会の考え方もわかるが、まだ親としては不安が残る。』ということで、

スクールバスでの通学をはじめ、子供を何時に起こしたらいいいのかとい

うところまで様々なご意見・ご質問等があり、やはりなかなか変化に対す

る対応について、概ねの保護者の方にご理解をいただけるところまではま

だ進んでいないように感じております。そこで、金谷小学校については、

今回の計画（案）の中でまだ少し話合いを行い、今後において、概ねの保

護者の方のご理解が得られた状況になったときには、即座に進めていきた

いと思いますけれども、今回の計画（案）については、天神山小学校、竹

岡小学校と湊小学校の再配置という形を取り、継続審議ということになっ

ております。これにつきましても、私どもとすれば、小集団で学習させる

よりも多くの仲間と集団で学ぶことの楽しさや意義を、子供たち自身が感

じることができれば、ずいぶん変わってくるものだろうと、そのように考

えております。もちろん現状でも金谷小学校では素晴らしい教育をされて

いて、子供たちも充実していると思われますが、そのような中でも、『うち

の子は、野球やサッカーの集団スポーツを知らない。』というようなことを

おっしゃっている保護者の方もいらっしゃるので、できれば集える学校の

中でそのような様々な体験ができればよいのではということを徐々に説明

しながら、ご理解を得ていきたいと考えております。佐貫小学校につきま

しては、平成35年には４つの学年が複式学級を開設する可能性が出てきて

おりまして、保護者の方等からは、『そのようなことがわかっているのであ

れば、早くやるべきではないか。』という意見もございます。しかしながら、

現状ではまだ複式学級にはなっておりませんので、現状を見ながら今後

徐々に説明を行っていく必要があるかとは思っておりますが、現段階での

計画（案）の中には入れておりません。環小学校につきましては、先ほど

申し上げましたとおり、もう少し地域説明や子供たちの心理状況も含めて

説明をして進めていくべきものだというように考え、あえて今回の計画

（案）には入れず、注意事項ということで３点を記載しており、そのよう

な形で進めていきたいと思っているところでございます。２点目の個別再

配置計画の策定のスケジュールにつきましては、鈴木室長よりご説明させ

ていただきます。

はい。個別計画検討協議会という組織をつくり、今後２年半を掛けて決定
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してまいります。その中で急を要するものから順に協議を進めてくことと

し、また、その都度保護者の方へ報告を行う予定でございます。

補足させていただきますと、急を要するものというのは、例えば、制服の

統一についてでございますが、来年からやるのかという質問等が保護者の

方から出てきております。そちらにつきましては、やはり協議会の中で保

護者の方の意見等を聞きながら最終的に決定していくべきだと考えており

ます。ユニフォームは似ているものの多少違いがあって、そちらを変えて

いくのか、全く新しいものにするのかというのはまた違った論議になるの

でしょうけれども、急いである程度の見通しを作っておけば、今年の12月

までに決定せず新しい年度に入って１年生からということになった場合で

も少し時間の余裕が生まれると思います。その他にも学校名や校歌等もご

ざいますので、そのような検討を速やかに行わなければいけないものを今

後どのようにするのかについては、協議会を通して様々なご意見をいただ

きながら決定していくという取組が今後のスケジュールとなっておりま

す。具体的なものについては概ねできておりますので、この決定がされま

したら、速やかに各学校へ提示をしながら協議会の委員を選出していただ

いて、進めていきたいというように考えております。

ありがとうございました。改めて、委員の皆様から何かございますでしょ

うか。はい。坂部委員。

はい。先ほど岡根教育長からお話いただき、金谷小学校については保護者

の理解が得られれば進めるということでございましたが、今後においても

概ねの保護者の方の理解が得られず小規模学校が良いという意見が多かっ

た場合には、金谷小学校は統合せずに学校を残し、計画を進めていくので

しょうか。

はい。基本的には、関豊小学校と環小学校が統合したときのように、子供

たちの反応には、多くの仲間たちと集える意義が必ず出てきます。やはり

子供たち自身が仲間と経験することによって、様々なことを学ぶというと

ころでございます。ただ、金谷小学校の保護者の皆様は『統合せずに“交
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流”でいいのではないか。』という意見もございまして、学校を取ってしま

わないでほしいという意見が強いのだと思います。しかしながら、私たち

は、教育環境として１日８時間近く同じ同級生で泣いたり笑ったりするこ

との体験の意義は大きいので、説明をしながら理解を深めていきたいとい

うのが教育長としての私の考えでございます。ですので、今後も説明をし

ながら、様々な体験を通して子供たちが多くの仲間たちと集える楽しさ等

を感じられるよう、進めてまいりたいと考えております。

先日、市ホームページにて、地区説明会・懇談会の内容を拝見いたしまし

た。私もまだじっくりとは読んでいないのですが、金谷地区では、市民の

方から『この町のために一生懸命に頑張ってきて、若い人たちも増え不動

産業が安定してきている中で、学校がなくなってしまうのは寂しい。』とい

うような意見もあるようです。保護者の方々の中にも今回の計画（案）に

ついて理解ができる方とそうでない方といるような現状の中で、今後、教

育委員としては、小規模学校として金谷小学校は残しましょうといったよ

うな形を取る場合もあるのでしょうか。子供が交流を深めていく中で、た

くさんの仲間がいる中での勉強や生活が良いということであればよいので

すが、今のところ保護者の方からは多くの反対意見があるようなので、こ

の先進んでいくのだろうかという不安を持っております。子供たちの交流

を重ねながら、平成32年に向けて進めていければ一番良いとは思いますが、

それ以降であっても、概ねの方の意見が『再配置をしてほしい。』というこ

とにでなれば再配置を行うという考え方でよろしいのでしょうか。

はい。市長との意見交換を行った中で、やはり保護者の方のご意見は大き

いだろうということで、概ねの保護者の方が反対しているのであれば無理

矢理はできないだろうと、私もそのように考えております。ですけれども、

私たちがしっかりと説明を行い、再配置による環境で子供たちが育ってい

くことの良さ、大切さについて今後もお話していこうと思っております。

また、金谷小学校は市内で１番小さい学校であり、恐らく他の天神山小学

校や竹岡小学校については湊小学校に近いという部分も多少あるのではな

いかと思いますが、小規模校がいいからという意見よりは『今の時代はこ

うだよね。』という形で、多くの仲間達と集えることに対しての気持ちは皆
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さんの中にあるようでございました。また、３人しかいないような極めて

少ない学級で先生が授業を行っていると、お互いの意見交換でも限られて

しまうというところもございます。もちろん先生方が工夫してくださって

色々な意見を引き出しながらやっていただいているとは思いますけれど

も、そのようなことを考えると、もう少し広い世界というか集えるような

環境をつくっていくことに理解を得たいと考えております。そのために、

通学手段・安全性等の部分も担保して、しっかりと子供たちをお預かりし、

また、しっかりとお帰しできるような通学の仕方を提示しながら理解を深

めていきたいと思っております。もうひとつは、半数ほどの『再配置を進

めてください。』という意見をお持ちの方もいるわけですので、私どもとす

れば、進めていくこととするについては何度も説明を重ね、概ね理解が得

られましたら進めていきたいというように考えております。

はい。ありがとうございました。

他の委員の皆様、他にご質問・ご意見等はございますか。他に無いようで

すので、これをもちまして議事を終了いたします。なお、本会議により、

市長と教育委員会は、より適正規模に近い教育環境の中で、児童・生徒が

さらにたくましく健やかに成長できるよう『富津市小・中学校再配置』を

連携して進めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。で

は、進行を事務局にお返しいたします。ご協力ありがとうございました。

市長におかれましては、議長ありがとうございました。委員の皆様、その

他に何かございますか。無いようですので、事務局から連絡事項等は何か

ございますか。

特にございません。

無いようですので、これをもちまして、平成29年度第１回富津市総合教育

会議を終了いたします。本日は、ありがとうございました。
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はじめに

富津市教育委員会では、極めて人数の少ない学級が出てきていることから、子どもたちのよ

りよい未来のため、一定規模を有する教育環境への改善を図り、多くの仲間と意見交換したり、

切磋琢磨できる機会を増やすとともに、幅広い人間関係の学べる場を提供することで児童生

徒の心身をよりたくましく育てていきたいと考えました。

そこで、小学校では「複式学級の解消」、中学校では「学年 1 学級の解消」を富津市の適正規

模の目安と定め、平成 28 年１１月新たに「富津市小・中学校再配置計画（案）」を策定しました。

その後、アンケートによる保護者の意識調査、ＰＴＡ役員・保護者・地区住民への説明会・懇談会

を繰り返し行い、また、その中で出された質問・意見に対する「Ｑ＆Ａ」を発行するなど、理解の

促進に努めてきました。

今回、アンケートの結果をはじめ、これまでの説明会等での意見等を総合的に判断した結果、

多くの学校・地域で本計画（案）への理解が深まったと判断し、「富津市小・中学校再配置計画」

を進めていくこととしました。

今後とも、よりよい学校づくりのために、皆様のご指導、ご協力をお願いいたします。

１ 経緯と趣旨
本市の人口は、1985年（昭和60年）の56,777人をピークとして減少に転じており、近年では、
その減少幅が拡大傾向にあり、2005年に50,162人の人口でしたが、2010年には48,073人、2015
年には45,616人に減少しています。また、出生数も2005年276人、2010年229人、2015年218人、
2016年198人と減少しています。
富津市教育委員会では、平成16年度に「富津市小中学校統廃合検討委員会」、18年度に「富
津市小中学校統廃合等検討庁内会議」、19年度に一般市民を含む「富津市小中学校統廃合等検
討懇談会」を設置し、平成20年８月に「富津市小中学校統廃合等に関する提言書」をまとめま
した。この提言書は、学校の統合は「子どもたちに、より充実した教育環境を提供するという
基本姿勢で検討しなければならない」とする基本的な考え方を踏まえた上で、適正規模・適正
配置を含めた学校教育全体について計画の策定と公表を市に求めるものでした。教育委員会で
は、この提言書の趣旨を尊重し、平成21年２月『富津市小・中学校再配置構想』(以下｢再配置
構想｣)を策定し、これまでに再配置構想に基づいて関豊小学校と環小学校の統合を行いました。
学校の配置については、多面的な要素があり、難しい問題ですが、その判断は常に「児童生
徒の教育条件の改善」を中心にすべき問題であると考えます。
現在、富津市の小規模校では、個の実態に応じたきめ細かな指導や、一人一人が主役として
活躍できる機会の設定など、少人数の良さをいかした工夫をしています。
一方で、統合した小学校の児童からは、「色々な人と勉強ができて楽しい」「自分やみんなの

意見を聞きあえるようになった」「体育は人数が多いので、競技もできるようになった」など、
人数が増えたことによる学習環境の変化を喜んでいる声も聞かれました。
また、保護者からも「人数が多くなったことで、子供たちは活気のあるものになった」「自分
の得意分野で、それを上回る能力の友人ができたことで、それをもっと伸ばしたいという意欲
が出た」などの声が聞かれました。
富津市教育委員会では、地域の実情にも考慮しながら、より適正規模に近い教育環境
の中で、児童生徒がさらにたくましく、健やかに成長できるよう地域とともに支援して
まいります。

Ⅰ 計画の背景
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本市において、適正規模として考える学級数

※ 上記の学級数の根拠

ア 法令上の小中学校の学級数については、「12 学級以上 18 学級以下を標準とする。

ただし、地域の実態その他により特別の事情のある時は、この限りではない」(学

校教育法施行規則第 41 条、第 79 条)とされています。しかし、平成 27 年に｢公立

小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引き｣が出され、手引きの中の「望ましい

学級数の考え方」では、小学校で複式学級が存在する規模の場合「一般に教育上の課題が極

めて大きいため、学校統合により適正規模に近づけることの適否を速やかに検討する必要が

ある」とされています。また、中学校においては、３学級規模の場合「一般に教育上の課題

はあるが、生徒数が少ない場合は特に課題が大きい」とされています。

イ 本市は、市北部に人口(児童生徒数)が集中している現状があります。

下の表のように、富津市全体の約 70％と広大な面積である天羽地区に、５小学

校２中学校があり、全市の約 19％の児童、約 20％の生徒が通っています。また、

市の面積の約 16％にあたる中央部の大佐和地区では約 23％の児童、約 27％の生徒

が通っています。これらの地区には、公共交通機関も未整備のところが多く、「地

域の実態その他により特別の事情(学教法施行規則)」として考慮する必要がありま

す。

ウ 今後さらに児童生徒数が減少していった際には、学区の広さや交通事情等地域の

事情も考慮して検討を進めて参ります。

※児童生徒数・学校数はＨ29.5.1 現在

望ましい学級数 必要と考える学級数

小学校 １学年２学級以上(12 学級以上) １学年１学級以上(６学級以上)

中学校 １学年３学級以上(９学級以上) １学年２学級以上(６学級以上)

地 区 児 童 数 小学校数 生徒数 中学校数 面積の占める割合

市 内 1,763 11 953 ５ 205.53 ㎢

富 津 地 区 941 ３ 527 １ 約 13％

大佐和地区 409 ３ 238 ２ 約 16％

天 羽 地 区 323 ５ 188 ２ 約 71％

Ⅱ 市内小・中学校の再配置について

１ 小・中学校の望ましい学級数について
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（１）小規模校のまま存続した場合の利点として考えられるもの

・一人一人の学習状況や学習内容の定着状況を的確に把握でき、補充指導や個別指

導を含めたきめ細かい指導が行いやすい。

・意見や感想を発表できる機会が多くなる。

・様々な活動において、一人一人がリーダーを務める機会が多くなる。

・複式学級においては、教師が複数の学年を行き来する間、児童生徒が相互に学び

合う活動を充実させることができる。

・運動場や体育館、特別教室などが余裕をもって使える。

・異年齢の学習活動を組みやすい。体験的な学習や校外学習を機能的に行うことが

できる。

・地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を最大限に生かした教育活動が

展開しやすい。

・児童生徒の家庭の状況、地域の教育環境などが把握しやすいため、保護者や地域

と連携した効果的な生徒指導ができる。

（２）再配置により学校規模を大きくした場合の利点として考えられるもの

ア 過去の事例から、児童生徒への直接的な効果について

・良い意味での競い合いが生まれ、向上心が高まった。

・教師に対する依存心が減った。

・社会性やコミュニケーション能力が高まった。

・切磋琢磨する環境の中で、学力や学習意欲が高まった。

・友人が増えた。男女比の偏りが少なくなった。

・多様な意見に触れる機会が増えた。

・集団遊びが成立するようになった。休憩時間や放課後の外遊びが増えた。

・多様な進路が意識されるようになった。

イ 過去の事例から、指導に関すること、環境整備等への効果について

・複式学級が解消された。

・クラス替えが可能になった。

・より多くの教職員が多面的な視点で指導できるようになった。

・校内研修が活性化し、教職員間で協力して指導にあたる意識や互いの良さをとり

いれる意識が高まった。

・グループ学習や班活動が活性化し、授業で多様な意見を引き出せるようになった。

・音楽、体育等における集団で行う教育活動、運動会、部活動などが充実した。

・少人数指導や習熟度別指導などの多様な指導形態が可能になった。

・一定の児童生徒数の確保により、特別支援学級が開設できた。

２ 再配置による利点及び小規模校の利点と課題について
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・バランスのとれた教員配置が可能になり、中学校教員の免許外指導が解消または

減少した。

・施設・設備が改善され教育活動が展開しやすくなった。

・校務の効率化が進んだ。教育予算の効果的活用が進んだ。

・保護者同士の交流関係が広がった。ＰＴＡ活動が活性化した。

（３）学級数が少ないことによる課題

・クラス同士の切磋琢磨する教育活動ができない。

・習熟度別指導などのクラスの枠を超えた多様な指導形態がとりにくい。

・クラブ活動や部活動の種類が限定される。

・男女比の偏りが生じやすい。

・学習や進路選択の模範となる先輩の数が少なくなる。

・体育科の球技や音楽科の合唱・合奏のような集団学習の実施に制約が生じる。

・班活動やグループ分けに制約が生じる。

・共同的な学習で取り上げる課題に制約が生じる。

・一人の子どもの考えや行動に、クラス全体が大きく影響を受ける。

・多様な発言が引き出しにくく、授業展開に制約が生じる。

・教員と児童生徒の心理的な距離が近くなりすぎる。

（４）複式学級の課題

・教員に特別な指導技術が求められる。

・複数学年分や複数教科分の教材研究、指導準備を行うこととなるため、教員の負

担が大きい。

・実験・観察など長時間の直接指導が必要となる活動に制約が生じる。

・兄弟姉妹が同じ学級になり、指導上の制約を生じる可能性がある。

これら、小規模校のメリット・デメリットの両面を総合的に勘案しながら、子どもたちに

とって適切な学校環境を提供していくことが求められています。

子どもたちによりよい教育環境を提供していくことを第一

に考え、学校の再配置に取り組んでいく必要があります。
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（１）児童生徒に、集団生活での過ごし方を学んだり、多くの考えに触れたりする機会を設

けられるよりよい教育環境の提供に努めます。

（２）児童生徒及び保護者の精神的・肉体的負担をできる限り軽減できるように努めます。

児童生徒数の減少等を考え、小学校では「複式学級の解消」、中学校では「学年１学級の

解消」を目安としています。

※金谷小学校について

・アンケート調査や説明会での意見聴取等の結果から、学校再配置に係る保護者の理

解を十分に得ることができていないとの判断から、今後も継続して保護者の理解が

得られるように努めていきます。

※環小学校について

・当初の再配置計画（案）には、盛り込んでいませんでしたが、保護者から天羽地区

の小学校の再配置計画に加えてほしい旨の要望が多数ありました。今後、改めて懇

談会を開催し、保護者・地区の意見を聴取するとともに、教育委員会で協議・検討

を行っていきます。

※今後の学校再配置について

・佐貫小学校では平成 33 年に 2つの学年が、平成 35 年には 4つの学年が複式学級開

設の可能性があり、今後、学校の再配置について検討していく必要があります。

・天羽中学校は、平成 41 年には 1 学年 1 学級の学校となる可能性がありますが、学

区の広さや通学条件等を考慮すると、現時点では、天羽地区に中学校１校を配置す

ることが必要と考えています。

再配置の時期 内 容 備 考

H32 年 4月

・天羽地区３小学校（湊小・天神山小・

竹岡小）の再配置 湊小学校校舎を使用

・天羽中学校と天羽東中学校の再配置 天羽中学校校舎を使用

・大貫中学校と佐貫中学校の再配置 大貫中学校校舎を使用

４ 富津市小・中学校再配置計画(概要)について

３ 学校再配置の基本となる考え方
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（１）児童生徒の不安解消について

各学校に派遣されているスクールカウンセラーを活用します。

（２）学校指定品について

内容に応じて学校間で協議し、調整を行います。

（３）児童生徒の交通手段の確保について

登下校が長距離になる児童生徒のため、スクールバスを運行し、以下の点に配慮して

いきます。

（ア） 児童生徒の安全確保に努めます。

（イ） 教育活動に支障がでないようにします。

（ウ） 保護者の負担増にならないようにします。

（４）通学路の点検・整備について

学区の変更に伴う新しい通学路について、改めて点検を行うとともに、危険箇所の解

消に努めます。

（５）中学校の部活動について

部活動の新たな編成について学校間で協議をすすめ、できる限り速やかに保護者へ伝

えていきます。

（６）特別支援学級について

これまでと同様、一人一人の個性を大切にしながら、合理的配慮に基づいた教育を行

っていきます。

（１）授業進度の統一について

当該校同士が連携して教育課程を編成し、詳細な年間計画を作成し、再配置後の授業

に支障のないようにします。

（２）交流授業の実施について

再配置以前から交流授業を計画的に実施していくことで、授業形態等のスムーズな移

行や友人関係の構築に努めます。

（３）合同行事について

校外学習や修学旅行をはじめとする行事の合同実施を進めます。

（４）教育活動について

行事内容、特色ある教育活動についての調整を行います。

（５）職員の人事異動について

再配置後の児童生徒理解がスムーズに進むように、前任校の教職員の配置には配慮し

ていきます。

（６）各学校の備品について

新しい学校での活用を優先し、有効活用を図ります。

Ⅲ 再配置にあたっての課題と対策

１ 児童生徒に関すること

２ 学校運営に関わること
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（７）ＰＴＡ組織等の整備について

新しい組織について、関係者で協議していきます。

① 市民には、市ホームページや「広報ふっつ」への掲載、回覧による文書の配布等に

より、適切に対応していきます。

② 学校の保護者には、再配置計画、再配置個別計画に関する情報について、学校を通

じて通知して参ります。

地域の声に耳を傾けるとともに、地域の特色や立地の条件を踏まえつつ、地域の振興

につながる有効利用に向け、検討を進めていきます。

（１）学校教育の直接の受益者である保護者、将来の受益者である就学前の子どもの保

護者を含めた地元住民に対して、十分な説明を行うために、教育委員会はそれぞれ

の個別のケースについて「個別再配置計画」を策定し、説明を行います。

（２）「個別再配置計画」には、再配置後の学校の姿(所在地,校名,校章,校歌等)、再配

置に関する課題と対応策、再配置へのスケジュール等を明示します。

（３）「個別再配置計画」では、個別の案件に応じて、学校職員のほか、保護者、地域

代表者等による検討協議会を設け、協議を行っていきます。

３ 広報について

４ 跡地利用について

５ 個別の再配置計画の策定について


